
旧
大
国
家
住
宅
を
公
開

1
1
、
1
2
日
江
戸
の
菓
子
再
現
も

　
江
戸
時
代
の
庄
屋
の
邸

宅
跡
で
、
国
重
文
の
【
旧

人
国
家
住
宅
】
（
和
気
町

民
所
）
が
几
1
2
の
両
日
、

一
般
公
開
さ
れ
る
。
江
戸

時
代
に
要
人
を
も
て
な
し

た
菓
子
の
再
現
、
古
文
書
［

の
解
読
会
と
い
っ
た
催
し

が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　
大
国
家
は
江
戸
時
代
か

12日に一般公開される|日大国家住宅
１１

ら
明
治
期
に
か
け
て
酒
遺

業
や
吉
井
川
の
舟
運
で
財

を
な
し
た
。
１
７
６
０
（
宝

暦
1
0
）
半
建
築
の
住
宅
庄

屋
は
、
上
か
ら
見
る
と

　
一
エ
」
の
字
形
を
し
た

　
■
ｙ
『
ｒ

　
「
比
翼
入
り
母
屋
造
り
」

と
呼
ば
れ
る
珍
し
い
構
造

の
屋
根
が
特
徴
。

　
公
開
は
午
前
1
0
持
か
ら

午
後
４
時
。
主
賓
が
滞
在

し
た
扇
成
り
の
問

1
.
‐
‐
や

茶
室
、
井
戸
場
な
ど
を
公

開
す
る
。

　
上
開
て
は
、
備
前
市
の

和
菓
子
店
の
協
力
で
喫
茶

コ
ー
ナ
ー
を
設
け
る
。
現

任
の
和
気
町
付
近
を
頷
百

し
た
岡
山
諸
家
包
・
‐
1
‐
2
合

氏
ら
藩
の
友
人
に
胆
ト
し

た
愉
凪
紆
白
き
ん
と
ん
」

　
采
に
円
よ
う
か
ん
」
を
再

現
し
、
２
種
類
の
セ
ッ
ト

気和

を
３
０
０
円
で
販
売
す

る
。

　
ま
た
、
人
国
家
に
つ
い

て
説
明
し
た
古
文
書
の
解

読
報
告
白
を
両
日
と
も
午

後
１
時
半
か
ら
開
催
。
地

元
の
染
め
物
グ
ル
ー
プ
の

作
品
展
示
も
あ
る
。

　
一
般
公
開
に
先
立
ち
、

1
0
日
か
ら
は
、
町
歴
史
民

俗
資
料
館
（
同
町
藤
野
）

で
特
別
展
「
人
国
家
の
お

も
て
な
し
」
を
開
催
。
関

係
文
書
の
ほ
か
、
藩
関
係

者
か
ら
拝
領
し
た
柿
、
要

人
宿
泊
時
の
部
屋
割
り
図

な
ど
を
展
示
す
る
。

　
旧
人
国
家
住
宅
の
一
般

公
開
、
特
別
展
に
関
す
る

問
い
合
わ
せ
は
司
資
料
館

　
（
０
８
６
９
脂
１
１
３

５
）
。

　
　
　
　
　
（
勝
目
勝
久
）
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